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本
«

は

肉

馨

社

會

局

に

於

て

：勞

働

：部

長

芩

し

1 :

多
#

我
國

0

勞

働

衍

政

化
_

係

梦

る

河

原

田

稼

吉

氏

：が

^

:
勞
«

「 

行
政
に
關
す
るif
瞰_

を
提
供
せ
ん
；が
爲
に.
著

し

た

も

の

：
で
：
あ
：
つ
て

 
> 

次
0
七

編

：
1-
ゲ
成
づ
て
居
る
？

第
-
縮

•は
勞
働
行
政
の
意
義
、
必

’要
、
內
容
を
取
扱
ふ
の
で
：あ
つ
て
、
勞
働
行
政
，

S
は
所
謂
.勞
働
脚
題
の
解
決
に
關 

す
る
國
家
の
行
政
を
属
ふ
仪
で
あ
る
ビ
胃
頭
し
、
次
で
努
働
問
題

6
言
ふ.
の
は
狹
義
の
祉
會
問
題
で
あ
つ
で
、
資
木 

家

ビ
勞
働
漭
ど
の
問
に
在
ず
る
社
會
上
の
各
種
の
問
題
で
あ
り
、
此
揚
合

I
働
济
で
は
生
ど
し
て
エ«.
鑛
山
等
近
代 

的
形
掘
：の
ま̂

に
#
寧

す
A
掏
福
；#
働
者
を
指
す
の
で
あ
る

V」

述V
、

而
し
て
勞
働
行
政
の
內
容
は
國
に

.
依
；つ
て̂

る
、ベ
i
,.

.

大
體
に
於
て
、
餍
傭
契
約
に
干
渉
し
て
勞
働
考
の
保_

を

圖

る

®

®.#
:

®

^

、各
種
の
自
治1

に
對. 

す
る
•障#

を
'除

去

す

「

る
消

極
方
面
を
^

あ

X
場

法

勞

働

保

險

等

は

，
前

者

^
屬
，し
、
^
勞

働

紐

 
<
"
等

に
»]
す
る
0
* 

は
後
洛
に
屬1 -

;;
4

こ
ビ
.を
述V

て
：̂
る
。
然
し.
全
'體
ビ
し
て
本
篇
の
論
述
は.餘.
り
に
简
略
‘に
過
ぎ> 

勞

働

行

政

'.の
本 

質
の
何
た
る
か
を
十
分
，理
解
し
難
き
慽

が

無
い
で
も
無
い
。

第
一
一
編
は
國
際
勞
_

機
關
'ど
我_

の
势
働
行
政
ビ

の
關
係
を
說
明
す
る
の
で
あ
つ
て
、
‘
阈
際
勞
働«

|^
:
成
立
の
11
1 

來 
>」

之
が
設
擺
％
艄
神
ょ
り
满#
®
^
、
阈
際
勞
慟
總
食
ど#

務
屈
ビ
の
紐
織
を
述
べ
、
紿
い
.て
總
會
の
業
紹
ビ
题 

し
'*
三
十
餘
裒
'を
#

し
，て
、
第
4;
囘
1

々
第
九
囘
ま.
で
の
總
會
に
於
て
採
擇
せ
ら
れ
た
る
.條
約
案
ど
卿
街
を
列
擧
し
邡 

大

耍

を

說

明

し

、
之

に

對

す

る

各

國

：の
，態

度

を

述

^

我
國
の
勞
働〖

1
^
に.
及
ぼ
し
た
る
影
響
を
勞1

合
に
對
す
る

<
"
を
無
視
し
た
る
も
遂
に
之
を
本
位
ど
す
る
に
萊
り
た
る
こ

V」

ど
、
我
國
の
枇
唯
せ
る
七
個
の
條
約
案
ど:|1:
ハ
趣
旨( :

进
く
國
內
法
规
の
改
廢
ど
を

*

げ
T
居
る
。
斯
办
如
く
本
篇
は
勞
働
總
會
‘
我
轉
の
勞
働
行
政
に
關
ぬ
る
硏
究
の
資 

料
せ
な
る.
部
分
を
：含.
む.
で
：居
る
が
、
彼

の「

權
限
あ
る
機
關」

の
問
題
に
就
て
は
殆
ん

V」

論
及
し
て®
な
い
。

,

.

第W

編

は
勢

働

組# :
に_

す
枚
も
の
で
あ
つ
て

)

、.

先
^
勞

«

紕̂

の
^̂

»
會
J*
の(

平
和
を
招
來
す
るー
に
義
カ
な‘

こ

せ

知

叙

し

、

~

ョ
I 
P-
ッ
パ
哀
び
力X:.
父
ヵ.
に
於
味
な_

內
の
：勞«;
1 ]
1
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運
：

g

及
;
び(

ア.
.T

ス
，一

K
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合
土
キ
义
ス
ト
敎
糚
霧
樣
墓
精
我
國

0_

泥
ぞ
最
紙

0:
統

託
#|
_

ひ
ノ 

て_

述
4

我
|1
1
の
，勞
働
組
：合

.
法
制
定
：(1
關
す
^
從

來

の

翁

筆_
:

論_

:
#
鋪
#
法
裝.
を.
ー
'々

列 

十.
-T-
-.:
議
谱
に
提
出
也
る
勞
働
組
合
法

_

に
，就
：て>

 
五
+

餘

茛

魅

昱

.令
^
>.

|1
:

會

厨

私

餐
« :
定
法
案^
解
說
じ>

 
最
丨 

後
に
勞
働
紕
合
法
を
制®
じ
、-
勞
働
組
合
妇
公
難
し
、
法

制

疆

當
0:
地
&

菸
：與
べ
、

.
產
業
龄
發
：展

_

努
^

^

こ：

無

h
t

編
®
勞
働
爭
議
S
題
し
' 
恥

び

自

的

を

湔
m

に
”述
：ベ
た
る,

ョ
ー
ロ
ッ.
パ
に
せ
け
る
槪
況
ヒ
我
國 

に.
於S

る
槪
撖
纪
名
統
計
を
以
て#

し<
治
资
響
察
懂
の.
適

解
«:
:其

廢

此

哓

奪

■
鑛
停
法
电
制
定
に
後
か
、
其
金
文
を
引
用
し
て

’概
駆
& -
說
明
し' 
轉
じ..て
ス
b i
ラ
ィ.
キ
の
際
に
於
げ
る
義
與
園
體
、

即
ら
ん¥:.
ジ
ス
の
オ1

4
ム'

‘
エ
’ス

 
> 
ス
デ
ン
又
：の

ユラ
オ
ン

•

シ
ビ
ッ
ク
、
ド
ィ
ッ
の7 --.
ヒ
ニ
ッ
シ
ュ‘ 

•/ .
I

ト

ヒ
/-
N
r

に.
論
^

殊

は
|'.
,
ィ
ッ
へ
の
團
體
ほ
就
：て
：

.
は
：擻.
»
&-
割

：
い

そ

铸
.

;
:r. 
:: :. 

ハ

第

五

編

は

勞

働

_

護

法

ば1

る

も0.
で
、
.
勞

働

：保

謎

は

傭

史

0

温

情

に

ニ«

L>
難
：{:
、
國
家
#
砒
會
政
策
の
見 

地
よ
分
の
‘.食

ら

嘵

、
生
產—

の
‘見

地

よ

ぢ

も

立

法

を

必

'耍

ビ

す

る

 
一J  
6
を

述

，
ベ
、

次
^
01
場

法〗

に
：就

灾

甩

外

に

缈
ニ
十
二̂

C
1
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刊
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M
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於

け.
る
立
法
の
浩
琅"
逾
汛
箱
圍
、
锨
業
制
限
、

H

場
®
儼
、'
雇
傭
"
扶
助
^
關
す
る.
規

定

.を

解

説

し

 
> 
巩

連

用

に 

蘭
す
る.
‘統

W

ど
拨
用
し
、
就
中
，
扶
助
に
.
就

，て

は

五

十

頁

，，に

1:
;

卜

て

微

細‘に.
論

じ

镟

じ'>
而.
し

で

鑛

夫

倮
«-
に

就

て

は 

疢
病
率
及
び
災
喪
率.
ょ
ド
鑛
央.
に
對
す
’が
傲
，議
‘の.
必

襄

の

，緊

切
.̂

る
こ
ヒ
を
立
論
，し> 
法
規
の
解
說
ど
述
用
を
例
示 

し
、
然.
る
後
、
势
働
保’護
法
規
の
制
定
は
作
業
能
率
の
上
ょ
り
見
る
も
有
利
な
る
こ
ど
を
內
外

.
の
.實
例
に
徵
し
て
證 

_

し
、
、
.
婊
後
-に
我
购(:
:

於
て
特
に
©
题
な
る
女.
エ
の
間
趿
^
、，勞
働
者
慕
集
の
問
题
に
も
論
及
じ
て
思
る
。

而
しF

養
ハ
繃
に
於
T
は
福
利
施
設
卩
就V

其
必
要
"'■效

^r

,
實
脾
を
槪
說
し
、
.锻
後
の
第
七
編
に
於
て
は
勞
働 

1
^
碑
#
|
!#

^
# '
'
廳
^
« :
織
を_
.
述
^
节_

種
.

- 

: 

! 
,
:
'
;:
•
':.「

歲
箏
の
離
論
翁
み
ほ
て
勞
働

'
行_

の.

全
*'
を

詖

す

も

の

で

あ

る

ど

m

ふ
に
は
興
論
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
殊
に
健
康 

保
險
戾S

嘯
等
紹
§

制
堞
等
に
就
毋
少
t>
^

g

す
る
藤
の.

無
い
：の
は
®

慽

で

あ

る

。

又
個
々
の
問
題
に

»]
す
る
特 

殊
硏
兔
も
レ
で
..ば

他

^
_
す

べ

き

文

獻

解

教

务
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ば
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多
門
贝
：の_

際
勞
働
、
山
中
篤
太
郞
氏
め

勞
働
組
合
法
養.

衡

建

■
働
#

寒

調

塞

、.
米
^

P

瑛S

勞

働

議_

_

、
へ

嘉

靈

爾

昼.

採
！E
i i
す
る
著
寄
の
如
き
其#)
'
求
，で
あ
る
。
然
が
も
本
書
は
其
關
說
.
せ
る.
限
に.
於
て
、
政
中
*

國
際
勞
働
機
關、' 
勞 

働
組
合
法
案
々
勞«

爭_

調
，停
法
、
.
.

X
場
法
に.
關
す
る
諸
章
の
如
き
は
、
平
明®.
潔
.に
し
て
參
考
す 
'ベ
き
好
文
字
だ

1
1
,

^
.
 t

 
觀
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圆
‘巖

■
#

版.
、
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價
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l l
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錢
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M
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乾
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治.

近
く
田
中.
1
*
、
：出
中
萃
-1
郞
>
’：阿
部
秀
助
、
：̂
0

新
太.
郎
"

神
戶
彌
作
の
諸
氏
を̂

へ

名

我

：が
，
慶

應

義

塾

は

：
今 

喪

掘

江

歸

一

敎

攀_

ふ
。
敎
授
0
死
は«

だ
(-_

が
1

*

塾
^
#

の«

れ
，る
ニ
大
損書

： .

た
i

の
樣
な
を
^
ク

敎

授

は

；本

苹

,

^
肩
1】

：：0:
'

>
大
阪
；市
に
於
い
て
講.演
放
送
を
行
ひ
、
次
ぃ
で
苋
都
市
に
：移

〗

ヶ
、
同
夜_

崎
'公
會
堂 

{ :_

か
：
れ

た

本

泰

秋

«

继

催

の

講

演

會
.
に
臨
み
、
當
夜
最
終0'
講
演
者
¥

し
て
，壇
上
に.
立.
ち
、
開
講
後
僅
か̂

十
分
、 

腦
溢
E
症
を
發
t

や
本
倒
I
、
袁
識
を
失
ひ
な
好
ら
ク
獬
ほ̂
^

に
向
つ
て
^
語
る
の
態
を
示
し
づ
く
ぁ
ら
し
.
が
、. 

s

 
m
i
l
l

篤

幸

町

松

嘉

俯

に

移
さ

れ

、

諸
檄
家
の
加*
、
、夫
人
及
び
令
息..
の
看_

も
興
の
效
な
く
、
间
月 

九
!0.:
中
後.
八
：
_

ホ
三
分
を
以
つ
て
終.
に
永
眠
す
。
遺
骸
，は
十l
‘R'
午
前
六
時.
東.
京
驛
に.
着
す
。
時.
に
夜
求
だ.
明.
け

ず

.、 

.
残
1

猶
i i
#

か
に
し
て
，
寒
氣
骨
に
徹
す
。
遺
骸
を
護
り
て
庳
を
下
る
漭
、
遺
骸
を
迎
へ

..
て

步

廊

に

立

.
つ

も

の

皆 

聲.
：を

飲

み

て®

. 

\........... 

. 

..........

敎
授
は.
明
治
九
年
四
月
ニ
十
七
日
を
以
て
東
京
に
.
生
，れ
"
同
ニ
十
3£
年
四-
月
慶
應
義
敫
幼
雜
舍
：を
卒
業
し
..

(

常
時 

の

幼

稚

：舍

は

其
'ぃ
課
程
現
今
の
其
れ
と
间じ
か
.ら
ずし
て
中
學
程
度
，の0
0
を
も
授
け...
た
り
W
*

同
一
，

一

十
七
年
正
科 

.(

A

を
現
莊
の.
大.
學
豫
科
に
常5.

を
卒
へ
、
S I
ら
に
大
學
部
理.
财
科
に
入>
9
て
同」

ー-十
九
年
士
一
月
之
れ
を
卒
業
し
、 

笫
ニ
十
ー®

(H

ハ
七)

堀
扛
蹄
一:
教

議

く

m
I戤

.
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六
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